
P R O F I L E

　教育学で博士号を取得し、リトアニア共和国の
ヴィータウタス・マグヌス大学社会福祉学部所属。
2015年から国連障害者権利委員会委員を務め、
２期目2019年からは副委員長として委員会を
けん引された。２期８年の任期上限を迎え本年
12月末で退任。国別報告者を務めるのは日本を
最後に11本。日本審査では、韓国のキム・ミヨン
氏とともに、重要な役割を果たしてくださった。
なお、今回の権利委員会では、ウクライナの障
害者の状況に大きな焦点が当てられ、その取り
組みにおいてもリーダーを務めた。

ヨナス・ラスカス氏
Jonas Ruškus

講演をするヨナス・ラスカス氏

あいさつをする阿部一彦会長（JDF代表）
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阿部　一彦

　
障
害
者
権
利
条
約
を
批
准
し
た
国
は
、

条
約
の
規
定
に
よ
り
国
内
に
お
け
る
条
約

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
条
約
発
効
後
2

年
以
内
に
、障
害
者
権
利
委
員
会
（
以
下
、

「
権
利
委
員
会
」
と
い
う
。）へ
報
告
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

審
査
は
2
0
2
0
年
8
月
の
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世

界
的
な
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
延
期
と

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、本
年
8
月
22
、23
日
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
で
日
本
の
初
め
て
の

建
設
的
対
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム（
J
D
F
）で
は
、

建
設
的
対
話
に
向
け
て
2
0
1
7
年
か
ら

パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、よ
り
良
い
総
括
所
見
が
示
さ
れ
る
よ

う
に
現
地
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
阿
部
一
彦
代
表（
日

身
連
会
長
）
他
約
70
名
を
派
遣
し
、
権
利
委
員

へ
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
や
ロ
ビ
ー
活
動
を
積

極
的
に
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
建
設
的
対
話

を
経
て
、9
月
9
日
、権
利
委
員
会
か
ら
日
本
政

府
に
対
し
て
総
括
所
見
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
J
D
F
で
は
、
建
設
的
対
話
と
総
括
所
見

（
勧
告
）を
受
け
た
今
後
の
条
約
実
施
を
テ
ー

マ
に
、
権
利
委
員
会
副
委
員
長
の
ヨ
ナ
ス
・

ラ
ス
カ
ス
氏
を
講
師
に
む
か
え
、9
月
20
日
、

障
害
団
体
関
係
者
や
国
会
議
員
、
府
省
庁
関

係
者
等
約
8
5
0
名
の
参
加
者
の
な
か
、
報

告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
報
告
会
の
冒
頭
、
阿
部
代
表
か
ら
は
「
報

告
会
を
今
後
の
活
動
の
道
し
る
べ
と
し
、
今

回
の
総
括
所
見
を
も
と
に
、
障
害
者
施
策
の

向
上
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
実
現
の
た
め

の
活
動
の
輪
を
拡
げ
た
い
。」と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
、
国
会
議
員
等
の
来
賓
紹
介

の
後
、
ラ
ス
カ
ス
氏
か
ら
「
障
害
者
権
利
委

員
会
の
取

組
と
日
本

の
建
設
的

対
話
」
と

題
し
、
記

念
講
演
が

行
わ
れ
ま

し
た
。
講

演
で
は
、

特
に
イ
ン

ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
と

と
も
に
地

域
で
の
自

立
し
た
暮

　
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
欧
州

本
部
に
お
い
て
障
害
者
権
利
条
約
の
日

本
発
と
な
る
建
設
的
対
話
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
J
D
F
）で
は
9
月
20
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ら
し
（
＝
脱
施
設
）
の
推
進
に
つ
い
て
言
及
、

地
域
で
学
び
、
暮
ら
す
こ
と
の
重
要
性
と
取

組
の
強
化
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
私
た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の
こ
と
を

決
め
な
い
で
」
の
言
葉
で
、
講
演
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
は
、
パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト
作
成

に
携
わ
っ
た
J
D
F
特
別
委
員
会
の
有
志
か

ら
日
本
の
建
設
的
対
話
で
権
利
委
員
か
ら
出

さ
れ
た
主
な
条
文
の
質
問
等
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
、
藤
井
克
憲
副
代
表
か
ら
閉

会
挨
拶
が
あ
り
、
報
告
会
は
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｄ
Ｆ
報
告
会
を
開
催

障
害
者
権
利
条
約
第
１
回
建
設
的
対
話
を
終
え
て


